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必要性

Ⅱ（継続的
推進）

総合計画
での位置
付け

施策

4

3

1

公共関与の妥当性がある
社会経済情勢の変化等に適合し、その課題解決に効果がある

市裁量がない事業（⇒Ａ評価とする）

重点事業区分地域資源を活かし、産業・地域が躍進するまちづくり

魅力あふれる観光まちづくり

魅力的観光の推進
―

全て

１
以上

なし

第二次下野市総合計画の施策体系と事業目的に整合性があり、
意図する結果につながる

要件（３項目）

廃止

○

効率性

本事業では、イベント時期だけでなく１年を通じて人で賑わう公園への整備として、家
族・子どもの集客力強化に焦点を当て、桜や史跡といった魅力の他に、より親しまれる
公園として遊具設置等を行うこととしており、規模としても適切であることから効率性
はあると考えます。また、敷地内に古民家カフェがあることから、より集客が期待でき
ると考えます。
以上のことから、効率性をＢとしました。

３
以上

１
以上

なし

ソフト事業（要件：７項目）
事業の質を維持しつつ、事業費の削減や取組方法を見直す 補助金等の積極的な活用で最大の

成果となる方法を選択している

事業目的に見合う最適な事業
規模である

他事業との重複がない

同種・同目的事業との統合や簡略化を実施する

民間委託を実施する

継続実施

見直し実施

総合評価

事業推進方針判断に際しての３つの視点

事業概要

天平の丘公園の平地林内の明るさ確保及び景観向上のため、散策用園路周辺の樹木を
間伐する。間伐することで太陽光が木の根や地面まで届き豊かに育つ。また、安全な公園
として管理するための計画的な公園･施設整備を行う。

事

業

内

容
【平成29年度実績】

　　平地林内間伐業務委託　4,536千円
【実施内容の詳細】

　・平地林内の明るさ確保、景観向上及び樹木の適正管理による間伐
　・子どもの成長発達において大きな役割を担っている遊具の設置
【今後の展開】

　集客力の高い公園であり、計画的な維持管理を図り、文化・観光の拠点としてより魅力的な公
園とする。
　施設などの老朽化や桜など樹木の老木化により再整備計画を策定する。
　古民家カフェ周辺エリアへの雰囲気のあった公園遊具の整備をする。
　平成30年　再整備基本構想策定
　平成31年から平成32年　基本計画
　平成32～37　実施計画、整備
【他事業との連携】

　歴史的風致維持向上計画の重点区域としての一体整備

そ
の
他

（
過
年
度
実
績
・
特
筆
す
べ
き
点

等

）

財
源

事
業
費
内
訳

国県支出金
０千円

地方債・その他
１０，０００千円

一般財源
２４，５３６千円

年
度
別

平成３１年度

Ａ

Ｂ

Ｃ

事業区分

根拠法令
等

下野市都市公園条例

類型
区分

事業の休廃止（実施しない場合）の影響が大きい

市裁量がない事業（⇒Ａ評価とする）
Ｃ

Ｂ
本事業以外の解決策が見当たらない

１
以上

○

事務事業
番号

104

事務事業名 産業振興部天平の丘公園周辺施設整備事業 商工観光課

事業目的

天平の花まつり、天平の芋煮会等の下野市を代表する観光イベントの開催会場である天
平の丘公園の平地林及び公園施設等の整備を実施する。

所管部課

現総合計画前期基本計画の本施策では、５年間で目指すべき姿を「多彩で魅力的な地域
資源を活かした観光まちづくり」としており、古墳や国分寺跡などの史跡、桜を中心と
した、大人向けの、特に高齢者に人気のある現在の天平の丘公園において、本事業では
子どもの遊具を設置し、子どもから家族、高齢者まですべての世代が行き交う公園への
変換を図ることとしております。集客力をさらに強化し、花まつり等のイベント時期だ
けでなく、１年を通じて人が賑わう公園に整備することとしており、また、敷地内の古
民家カフェとの連携により、家族で１日中遊べる公園として整備する本事業は、市内外
からの交流人口を拡大するといった観点からも必要性はあると考えます。
以上のことから、必要性をＢとしました。

○

Ｃ

Ｂ

Ａ

要件（３項目）
全て

市民サービスの維持・向上に寄与する

・天平の丘公園の
平地林内の散策
用園路周辺の樹
木の管理
・公園遊具の設置
・基本計画策定

ハード事業継続 事業の種類

平成２９年度
補助団体 ―

新規・継続 市裁量の有無 裁量あり

平成３０年度
・天平の丘公園の
平地林内の散策
用園路周辺の樹
木の管理
・実施計画策定

平成３２年度平成２８年度

○

人口減少や少子高齢化が進む中、当公園の整備による集客力強化により、交流人口の拡
大を図ることは、地域活性化に伴う経済波及効果も期待される。また、イベント時期だ
けでなく日頃より遊ぶことができる公園となることで、家族と一緒に子どもの頃から何
回も来てもらい、当公園で遊ぶ中で、国分寺跡・国分尼寺跡・古墳などの史跡にも自然
にふれあい、郷土である下野市の歴史に関心を持っていただくきっかけ、風土記の丘資
料館へ足を運んでいただくための仕掛けともなり得ることから、緊急性はあると考えま
す。以上のことから、緊急性をＢとしました。

なし

対
象
年
度

平地林内間伐業務委託　  4,536千円
公園遊具設置工事　　　　30,000千円

受益機会・費用負担割合等が公平公正であり適正である

市民との協働で事業を実施している。あるいは実施できる

他自治体で実施されている水準と比較して適切である

管理業務等において、現在の取組手法から、さら
に効率性を図ることは困難である

ハード事業（要件：３項目）

緊急性

Ａ

事
業
計
画

事
業
費

４，５３６千円 ４，５３６千円 ３４，５３６千円 ６，５３６千円

天平の丘公園の平
地林内の散策用園
路周辺の樹木の間
伐、花広場等の桜
補植、夜明け前改
修工事の調査･検
討

天平の丘公園の
平地林内の散策
用園路周辺の樹
木の間伐

天平の丘公園の
平地林内の散策
用園路周辺の樹
木の間伐




